
円柱レンズ度数が乱視表

を見る時の付加球面度数

の 2 倍になった！

その球面レンズにさらに＋0.5～

＋1.0D くらい付加して雲霧する

付加レンズから再度徐々に－の球面レンズを加え、

最高視力の出る最も＋寄りの矯正レンズを求める

―球面レンズ少し追加

乱視表が全体にぼやけ、なおかつ濃淡はないか？

R≧G

イ．

なぜ円柱レンズ度数が乱視表を見る時の付加球面度数の
2 倍になったら、再度凸レンズを付加するのか？

・・・付加球面度数が不足で、後焦線が網膜上にきていない可能性がある為

R：(S-3.5D ：Ｃ-0.5DA180°）
（S-3.5D ：Ｃ-1.0DA180°）

（S-3.5D ：Ｃ-1.25DA180°）
（S-3.5D ：Ｃ-1.5DA180°）
（S-3.5D ：Ｃ-1.７5DA180°）

付加度数が２倍になった！
（S-3.5D ：Ｃ-2.0DA180°）

あと S＋0.5D追加する。
（S-3.0D ：Ｃ-2.0DA180°）

均等になった！
（S-3.0D ：Ｃ-2.25DA180°）
（S-3.0D ：Ｃ-2.5DA180°）

S-2.5D ：Ｃ-2.5DA180°装用する

RV＝（0.6×S＋2.5D） RV＝（1.2×S-2.７5D ：Ｃ-2.5DA180°）
（0.6×S＋2.25D） （1.5×S-3.00D ：Ｃ-2.5DA180°）
（0.７×S＋2.00D） （1.5×S-3.25D ：Ｃ-2.5DA180°）

（0.6×S＋1.75D）

RV＝0.2（0.3×S＋0.5D） RV＝0.05（0.1×S-2.0D）
（0.5×S＋1.0D） （0.4×S-3.0D）
（0.6×S＋1.5D） （0.5×S-4.0D）

（0.7×S＋1.75D） （0.5×S-4.25D）
（0.7×S＋2.0D） （0.6×S-4.5D）
（0.6×S＋2.25D） （0.6×S-4.75D）

（0.5×S-5.0D）

RV＝0.05（1.5×S-3.25D ：Ｃ－2．5DA180°）

S＋2.5D 装用する S―3.5D装用する

RV＝（0.７×S＋2.25D） RV＝(1.5×S-3.25D ：Ｃ－2．5DA180°）
R＝G R＝G

同じ視力となるなら理論的には最も＋寄りのレンズだが、臨床的には自覚
的に見やすいレンズを！ ただし若年者の場合、 調節気味の方がよく見え
る場合があるので見極めが難しい。

RV＝0.2（0.７×S＋2.25D）

最初は大きな刻みでレン
ズを交換し、徐々に刻み
を少なくしよう！

例⑩

例⑬

例⑫

例⑭

例⑮

検眼枠を装用し遮閉板を入れ裸眼視力を測定する

ぼやけた（濃く見えた方を答えた場合、時計の文字盤の少ない方

の数字×30；特に斜乱視）乱視表の線方向に－の円柱レンズの

軸を合わせて乱視表の見え方が均等になるまで徐々に加える

R＞GR＜G

ＮＯ乱視表の中央を見

つめさせ、濃淡と線

の間隔は均等か？

ＮＯ
少しでもよく

見えるか？

返答が曖昧だったり、
裸眼視力が悪い場合、プラス
度数を上げて確認すること！

赤緑試験をする

説明①

球面での最高矯正視力を基に付加度数を
考えること！この時点でかなり視力が悪い
場合、器質的な病変か、乱視が強い！
付加すると被検者はぼやけると言うが気にしない！

追加して逆転(R＜G)なら

元のままのレンズで。
注意！あくまでも±0.37D以下の微調整。
R＝G でも遠視側に過矯正の場合、調節
している場合がある。
又、調節が強い場合ずーっと R＞G と答
える場合もある。その時は臨機応変に。

説明③

説明⑧

元の球面の付加度数よりさらに

＋レンズを付加してやり直す

（乱視度数は現状のままで良い）

・屈折異常の種類及びその程度の判定

・眼疾患の有無の予測

・機能的眼疾患の鑑別(調節痙攣・心因性)

＋球面レンズ少し追加

例④

例⑤ 例⑯

ＮＯ

例⑪例⑬

矯正視力に以下のものを使用したという意味 軸 90° 180°

RV(ｖｄ)＝０．３ ( １．２×S－２．０D Ｃ－１．０Ｄ AX１８０°)

LV(ｖｓ)＝ 裸眼 矯正視力 球面度数 円柱度数 円柱の軸方向

ＢＶ：両眼 2 種類の違うレンズを重ねたという意味

その他の例） RV＝0.3（0.5×KB、ｊB、PG） （ｎ．c）
眼鏡のこと レンズを入れない方が良い場合のみに使用

（0.5×HCL、 SCL、 PH/2mm、 IOL）
ハードコンタクト ソフト ２mmピンホールで 人工レンズ

結果・記載例）

(
)

その値が矯正視力値と屈折度数

例⑥ 例⑰

自分の結果を書いておこう！

例③例⑨

例⑩

例⑫

矯正方向は＋→ －
採用するレンズは同
視力なら＋(近視）寄
りの方を選択する。

準備物視力検査機・検眼枠・遮閉板・検眼レンズ

遠視 近視・正視

乱視なし
乱視あり

遠視より 近視より

その上に S＋0.5D を付加し雲霧する

お

説明⑦ 例⑭

後焦線が網膜上にのっている
場合は、一旦均等になりその
後、網膜上で後焦線と前焦線

が入れ替わると調節力がある
なら最小錯乱円で見る事となり
均等のままとなる。近視性複乱

視になっている場合は、一旦均
等になり前焦線と後焦線が入
れ替わると前焦線だった方が

網膜に近づくこととなるので乱
視表のぼやけた方向は逆転す
る。後焦線が網膜より後方であ

った場合は、説明⑤の通り。

説明④

説明⑤

乱視表が均等になったとしても
数値が 2倍になったら。

例⑮

乱視表を見せる時の雲霧
度数が多過ぎた場合、前後焦
線が結像する位置はかなり近
視状態となっているので、か
なりマイナスレンズを加えてゆ
くこととなるよ。

この時、乱視表に濃淡が
出たら、最小錯乱円で見
ていたことになるね。

乱視矯正中、濃淡の方向
がどんどん変わる場合、常
に変わった軸と元の軸の
間で動かして濃淡の最も少
なくなる位置にすること。

乱視表が均等になった
レンズで止めること。

レンズが重なる場合、影響力の強いレンズを
最も角膜の近く 12 ㎜に装用すること。ただし
眼鏡作成上Ｃ面を内側にする場合もある。

微妙になったら±0.25D付加と現状で比較して良い。
ただし先に＋レンズを。球面矯正での最高視力の位
置は、乱視がある場合は最小錯乱円の位置、その
人の屈折状態の等価球面度数である。

最高視力の出る最も＋（近視）寄りの

矯正レンズを求め装用する

説明②

＋の球面レンズを徐々に加え

（矯正視力が低下したら戻）る
－の球面レンズを徐々に

加える

例① 例⑦

例⑧例②

レンズはなるべく総和して 1枚に！

乱視表が均等

になった！

理論上は 0.5Ｄ以上の
遠視。乱視の場合は最小
錯乱円の位置。

遠視のレンズ交換は
調節が入らないように
レンズを重ねて交換
すること。

自覚的屈折検査-乱視表によるレンズ交換法＊理論に忠実に
例

YES

YES

YES
又は不変

説明⑥

雲霧とは？

調節させないようにする為、凸レンズ

を付加して故意にぼやけさせること。
(乱視表を見る時の後焦線を網膜に移動さ

せることも含む)

＋0.5D付加。 ＋1.0D付加。

ア．なぜ矯正レンズの主要な方向は○＋ ～○－ にし、

イ．なぜ最高視力の出る最も＋(近視）寄りのレンズにするか？

・・・調節をさせないようにする為

ア．

なぜ凸レンズを付加して乱視表を見せるか？
・・乱視がある場合、後焦線を網膜付近に持ってきて、

近視性(単)乱視にし、故意に乱視表に濃淡を作る為

なぜ S＋0.5D を入れるか？

・・・遠視・正視・近視〈乱視の場合は最小錯乱円の位置〉の振り分けの為

参考） 前焦線を網膜上に持ってきて、濃淡を作っても良いが、調節してしまって

最小錯乱円の位置にもどってしまうことが考えられる

乱視の場合、理論上 S面矯正のみで
は最高視力は網膜上での最小錯乱
円となる

理論上は乱視度数の半分を付加すると後焦線
が網膜上にくるが、度数が判らないので S 面矯
正後の視力で付加度数を大よそ判断する

調節して網膜
上だった場合
水晶体の変
わりにレンズ
で屈折を強め
て網膜上にな
る為

なぜぼやけたと感じる乱視表の方向に円柱レンズの軸を入れるか？
・・・ぼやけた乱視表線方向(例：縦)が実際は網膜上での収束方向

なので度数が必要ない為

簡単に言うと水平経
線の光線が拡散する
ので前焦線が後焦線
と合致して結像する。

図では垂直経線の光は網膜上で収束
し、水平経線の光が網膜の手前で収
束する為、網膜上では横に拡がり横の
焦線となり乱視表の 180°方向は横に
流れてつながり直線に見え濃く感じ、
90°方向は横に流れるので太い点線
となり隣の線との間隔も狭くぼやける。
黒点も白地も横に広がるが黒点と白
地が重なると黒の方が認識される。
又、浅く言うなら図では網膜上に横方
向に後焦線があり横がはっきり見え、
前焦線は網膜の手前で縦にぼやける
ので乱視表の縦がぼやけて見える。

見えにくくなる！ もっと見えにくくなる！ 見やすくなる！又は同じ。

正

視

近

視
遠

視+ + +

完全矯正の状態 やや近視よりの状態 やや遠視よりの状態

なぜその上に S＋０．５D を入れるか？

・・・雲霧できていたかを確認する為（無調節の確認）

赤緑試験とはどういうものか？ 眼光学の基礎P39

・・・色収差を利用して球面の微調整（±0.37D 以下）をする為

無調節の場合 無調節でなかった場合

見えにくくなる！ 調節して網膜上の場合 見え方変化なし！

R＝G R＞G

+
+

例）Ｃ－4.0Ｄの場合
①Ｓ面矯正のみで最小錯乱円

②Ｓ+1.0Ｄ付加すると
（後焦線が網膜より後方のままである）

③C－2.0D(付加の 2 倍)で矯正した場合
（最小錯乱円の位置となる）

-2 0 +2 乱視表が均一に見える
場合は結像した時と最小

錯乱円の時の２通り考え
られる。仮に付加が２倍
でちょうど結像していたと

しても乱視の矯正はでき
ているのでそのまま付加
して検査しても OK。

。

R＜G

―から＋（強める）方向へ

レンズ矯正すると途中で

調節してしまって屈折状態

が判らなくなる

＋から―方向へレンズ矯正してゆくが、網膜を通り越
すと調節しての最高視力となる可能性がある

1.5 1.5視力 0.4

×

× ×

遠視の場合は一旦－～＋方向に矯正してからUターン

調節方向

？

＋ －

＋ －

同数値なので１数値
移動すると中央から
２数値増える事に。

S＋0.5D入れる

太い枠線で山折り
してね！

採用するレンズ
は同視力なら
＋(近視）寄り
の方を選択する。

+

補足）説明⑥で

均等になった時

点で止める理由

厳密にするなら

-3 +1

-1 +1

例⑪

例⑯例⑤

例⑰例⑥

＋

→→

＋

←
＋

説明②

説明①

説明③

説明④

説明⑤

説明⑦

目的

例④

例① 例⑦

例⑨例③

例⑧例②

説明⑧



EX）実際の度数 ：S＋3.0D：C-2.0DＡｘ180°

①実際の屈折値

屈折の名称

②＋0.5D 入れると と言う

屈折のふるい分け

③最高視力が出る網膜の位置は？

最高視力が出るのに必要な球面レンズ度数は？

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

④理論上、乱視表を見せるのに必要な付加度数は？（後焦線を網膜上に）

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

自覚的屈折検査（乱視表によるレンズ交換法）グラフシミュレーションⅠ 練習用

0

変換
パンダも混乱！

＋寄りのレンズと言う言い方は近視寄りということ！－方向に矯正とは

遠視方向に矯正ということ。-レンズは屈折が弱く（遠視方向）、＋レン

ズは屈折が強く（近視方向）なるので！と考えてね。

グラフシミュレーションは実際の屈折状態の位置。ただし、眼鏡学校等

では屈折の不足分を表し、グラフの向かって右側が－表示となる。

0

0

0

・レンズどうしは足す

・矯正は残余の屈折状態

を表すので引く



⑤実際は S＋0.75D 付加したとすると、

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

⑥この状態で乱視表を見せるとどの方向が濃く又はぼやけて見えるか？ と言う

⑦乱視の矯正の軸は何度？

⑧Ｃ-1.0ＤＡｘ °装用させると乱視表は？ と言う

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

⑨Ｃ-1.5ＤＡｘ °（Ｃ-0.5Ｄ追加）装用させると乱視表は？ と言う

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

°

°

0

0

網膜に近づくので

点線がくっきりして

くるよ。

0



⑩円柱度数が乱視表を見る時の付加球面度数の 2 倍になったので S＋0.5Ｄ追加する

乱視表は？ と言う

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

⑪Ｃ-1.75ＤＡｘ °（Ｃ-0.25Ｄ追加）装用させると乱視表は？ と言う

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

⑫Ｃ-2.0ＤＡｘ °（Ｃ-0.25Ｄ追加）装用させると乱視表は？ と言う

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

0

0

0



⑬S+0.5Ｄで雲霧すると と言う

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

⑭雲霧レンズから度数を 0.25D 下げる（S-0.25D 加える） と と言う

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

⑮さらに、度数を 0.25D 下げる（-0.25D 加える）と と言う

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

0

0

0



⑯⑮のレンズと、度数を 0.25D 下げた（-0.25D 加えた）レンズと比較すると

と言う

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

⑰さらに⑯のレンズと度数を 0.25D 下げた（-0.25D 加えた）レンズでは と言う

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

⑱最高視力の出る最も＋寄りのレンズは？

0

0.25D 下げたレンズが

0

調節して



EX）実際の度数：S-5.0D

①実際の屈折値

屈折の名称

②＋0.5D 入れると と言う

屈折のふるい分け

③乱視があると仮定して最高視力が出る網膜の位置は？

理論上、最高視力が出るのに必要な球面レンズ度数は？

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

④乱視表を見せるのに必要な付加度数は？（後焦線を網膜上に）

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

0

0

自覚的屈折検査（乱視表によるレンズ交換法）グラフシミュレーションⅡ

0

0

最高矯正視力値に応じて。
この場合、疾患がなければ
視力は良いでしょう。



⑤この状態で乱視表を見せるとどう見えるか？ と言う

⑥④のレンズから度数を 0.25D 上げる（S-0.25D 加える） と言う

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

⑦さらに、度数を 0.25D 上げる（-0.25D 加える） と言う

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

⑧さらに⑦のレンズと、度数を 0.25D 上げた（-0.25D 加えた）レンズと比較すると
と言う

屈折の名称

⑨最高視力の出る最も＋寄りのレンズは？

0

0

0

調節して

屈折状態 装用レンズ



EX）実際の度数 ：S-3.0D：C-3.0DＡｘ90°

①実際の屈折値

屈折の名称

②S＋1.0D 入れる と言う

屈折のふるい分け

③最高視力が出る網膜の位置は？

理論上、最高視力が出るのに必要な球面レンズ度数は？

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

④理論上、乱視表を見せるのに必要な付加度数は？（後焦線を網膜上に）

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

0

0

0

0

自覚的屈折検査（乱視表によるレンズ交換法）グラフシミュレーションⅢ

変換



⑤実際は S＋1.0D 付加したとすると、

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

⑥この状態で乱視表を見せると、どう見えるか？ と言う

⑦乱視の矯正の軸は何度？

⑧Ｃ-1.0Ｄ Ａｘ °装用させると乱視表は？ と言う

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

⑨Ｃ-2.0Ｄ Ａｘ °（Ｃ-1.0Ｄ追加）装用させると乱視表は？ と言う

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

°

0

0

0

°

本当は C 面のステップはもっと

細かくね！



⑩円柱度数が乱視表を見る時の付加球面度数の 2 倍になったので S＋1.0Ｄ追加する

乱視表は？ と言う

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

⑪Ｃ-2.5ＤＡｘ °（Ｃ-0.5Ｄ追加）装用させると乱視表は？ と言う

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

⑫Ｃ-3.0ＤＡｘ °（Ｃ-0.5Ｄ追加）装用させると乱視表は？ と言う

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

〇仮にＣ-3.5ＤＡｘ °（Ｃ-1.0Ｄ追加）装用させると乱視表は？ と言う

0

0

0

0



⑬S+0.5Ｄで雲霧する と言う

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

⑭雲霧レンズから度数を 0.25D 下げる（S-0.25D 加える） と と言う

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

⑮さらに、度数を 0.25D 下げる（-0.25D 加える）と と言う

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

0

0

0



⑯⑮のレンズと、度数を 0.25D 下げた（-0.25D 加えた）レンズと比較すると

と言う

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

⑰さらに⑯のレンズと度数を 0.25D 下げた（-0.25D 加えた）レンズでは と言う

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

⑱最高視力の出る最も＋寄りのレンズは？

0

0.25D 下げたレンズが

0

調節して



遠視

EX）実際の度数 ：S＋3.0D：C-2.0DＡｘ180° S+1.0D：C+2.0DAx90°

①実際の屈折値

屈折の名称

②＋0.5D 入れると と言う

屈折のふるい分け

③最高視力が出る網膜の位置は？

最高視力が出るのに必要な球面レンズ度数は？

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

④理論上、乱視表を見せるのに必要な付加度数は？（後焦線を網膜上に）

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

自覚的屈折検査（乱視表によるレンズ交換法）グラフシミュレーションⅠ

遠視性複乱視 直乱視

0

0

0

S+1.0D

（乱視度数の 1/2）

+1.0Ｄ

＋3.0Ｄ

＋1.0 +3.0

-1.0 +1.0

-2.0 ±0

S+1.0D：C-2.0DAx180°

S±0D：C-2.0DAx180°

S+2.0D

S+3.0D

混合乱視 直乱視

近視性単乱視 直乱視

0

＋0.5 +2.5

+3.0－（+2.0）＝＋1.0

＋1.0-（+2.0）＝-1.0

-1.0-（+1.0）＝-2.0

＋1.0 -（+1.0）＝±0

変換

解答

見やすい！

変わらない！

S+2.0D（等価球面度数）

・レンズどうしは足す

・矯正は残余の屈折状態

を表すので引く

最小錯乱円



⑤実際は S＋0.75D 付加したとすると、

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

⑥この状態で乱視表を見せるとどの方向が濃く又はぼやけて見えるか？ と言う

⑦乱視の矯正の軸は何度？

⑧Ｃ-1.0ＤＡｘ180°装用させると乱視表は？ と言う

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

⑨Ｃ-1.5ＤＡｘ180°（Ｃ-0.5Ｄ追加）装用させると乱視表は？ と言う

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

90 °

180 °

0

0

-1.75Ｄ ＋0．25Ｄ

-0.75Ｄ ＋0.25Ｄ

S＋0.25D：C-2.0DAx180° S+2.75D

混合乱視 直乱視

-1.0－（+0.75）＝-1.75

+1.0－（+0.75）＝＋0.25

-1.75－（－1.0）＝-0.75

＋0.25

縦が濃い

網膜に近づくので

点線がくっきりして

くるよ。

S＋0.25D：C-1.0DAx180° S+2.75D：C-1.0DAx180°

混合乱視 直乱視

0

-0.25Ｄ ＋0.25Ｄ

-0.75－（－0.5）＝-0.25

＋0.25

同じになった！

S+0.25D：C-0.5DAx180° S+2.75D：C-1.5DAx180°

混合乱視 直乱視

まだ縦が濃い

だから付加度数が不足だと、

ここで止めて C面不足になる！

ブレ少なくなるので焦線も縮小

するね。



⑩円柱度数が乱視表を見る時の付加球面度数の 2 倍になったので S＋0.5Ｄ追加する

乱視表は？ と言う

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

⑪Ｃ-1.75ＤＡｘ180°（Ｃ-0.25Ｄ追加）装用させると乱視表は？ と言う

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

⑫Ｃ-2.0ＤＡｘ180°（Ｃ-0.25Ｄ追加）装用させると乱視表は？ と言う

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

0

-0.25Ｄ

S-0.25D S+3.25D：C-2.0DAx180°

近視

0

-0.5Ｄ -0.25Ｄ

0

S-0.25D：C-0.5DAx180° S+3.25D：C-1.5DAx180°

近視性複乱視 直乱視

-0.25－（＋0.5）＝-0.75

＋0.25－（＋0.5）＝-0.25

-0.75Ｄ -0.25Ｄ

縦が濃い

縦が濃いかなぁ～

同じかなぁ～

-0.75－（-0.25）＝-0.5

-0.25

S-0.25D：C-0.25DAx180° S+3.25D：C-1.75DAx180°

近視性複乱視 直乱視

同じになった！

-0.5－（-0.25）＝-0.25

-0.25

とりあえず円柱レ

ンズ追加しよう！



⑬S+0.5Ｄで雲霧すると と言う

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

⑭雲霧レンズから度数を 0.25D 下げる（S-0.25D 加える） と と言う

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

⑮さらに、度数を 0.25D 下げる（-0.25D 加える）と と言う

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

0

-0.75Ｄ

S-0.75D S+3.75D：C-2.0DAx180°

近視

見えにくい！

-0.25-（＋0.5）＝-0.75

-0.25-（＋0.5）＝-0.75

0

-0.5Ｄ

S-0.5D S+3.5D：C-2.0DAx180°

近視

-0.75-（-0.25）＝-0.5

0

-0.25

-0.5-（-0.25）＝-0.25

-0.5-（-0.25）＝-0.25

近視

-0.75-（-0.25）＝-0.5

見やすい

見やすい

S-0.25Ｄ S＋3.25D：C-2.0DAx180°



⑯⑮のレンズと、度数を 0.25D 下げた（-0.25D 加えた）レンズと比較すると

と言う

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

⑰さらに⑯のレンズと度数を 0.25D 下げた（-0.25D 加えた）レンズでは と言う

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

⑱最高視力の出る最も＋寄りのレンズは？

±0Ｄ S＋3.0D：C-2.0DAx180°

正視

0

±0

-0.25-（-0.25）＝±0

-0.25-（-0.25）＝±0

0.25D 下げたレンズが見やすい

変わらない

0

＋0.25

±0-（-0.25）＝＋0.25

±0-（-0.25）＝＋0.25

S＋0.25Ｄ S＋2.75D：C-2.0DAx180°

S＋3.0D：C-2.0DAx180°

遠視 正視（網膜）へ
調節して



近視又は正視

EX）実際の度数：S-5.0D

①実際の屈折値

屈折の名称

②＋0.5D 入れると と言う

屈折のふるい分け

③乱視があると仮定して最高視力が出る網膜の位置は？

理論上、最高視力が出るのに必要な球面レンズ度数は？

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

④乱視表を見せるのに必要な付加度数は？（後焦線を網膜上に）

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

近視

0

S-5.0Ｄ

-5.0Ｄ

-5.0Ｄ

-5.0

0

自覚的屈折検査（乱視表によるレンズ交換法）グラフシミュレーションⅡ 解答

見えにくい

最小錯乱円

S+0.5Ｄ

0

-5.0-（-5.0)＝±0

±0

-5.0-（-5.0）＝±0

S±0D S－5.0D

正視

0

-0.5

±0－（+0.5）＝-0.5 最高矯正視力値に応じて。
この場合、疾患がなければ
視力は良いでしょう。

±0－（+0.5）＝-0.5

近視

S-0.5D S-4.5D

-5.5



⑤この状態で乱視表を見せるとどう見えるか？ と言う

⑥④のレンズから度数を 0.25D 上げる（S-0.25D 加える） と言う

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

⑦さらに、度数を 0.25D 上げる（-0.25D 加える） と言う

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

⑧さらに⑦のレンズと、度数を 0.25D 上げた（-0.25D 加えた）レンズと比較すると
と言う

屈折の名称

⑨最高視力の出る最も＋寄りのレンズは？

0

0

S-0.25D S-4.75D

近視

±0D S-5.0D

正視

濃さ・太さのある

ところはない

見やすい

-0.5-（-0.25）＝-0.25

-0.5-（-0.25）＝-0.25

-0.25

見やすい
-0.25-（-0.25）＝±0

-0.25-（-0.25）＝±0

0

±0-（-0.25）＝＋0.25

±0-（-0.25）＝＋0.25

＋0.25

S＋0.25 S-5.25D

S－5.0D

変わらない

遠視 正視（網膜）へ
調節して

屈折状態 装用レンズ

±0



EX）実際の度数 ：S-3.0D：C-3.0DＡｘ90° S-6.0D：C＋3.0DAx180°

①実際の屈折値

屈折の名称

②S＋1.0D 入れる と言う

屈折のふるい分け

③最高視力が出る網膜の位置は？

理論上、最高視力が出るのに必要な球面レンズ度数は？

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

④理論上、乱視表を見せるのに必要な付加度数は？（後焦線を網膜上に）

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

近視性複乱視 倒乱視

0

0

0

S+1.5Ｄ

（乱視度数の 1/2）

-6.0Ｄ

-6.0 -3.0

-1.5 +1.5

-3.0 ±0

S+1.5D：C-3.0DAx90°

S±0D：C-3.0DAx90°

S-4.5D

S-3.0

混合乱視 倒乱視

近視性単乱視 倒乱視

0

-6.0－（-4.5）＝-1.5

-3.0-（-4.5）＝＋1.5

+1.5-（+1.5）＝±0

-1.5 -（+1.5）＝-3.0

-7.0 -4.0

近視又は正視

自覚的屈折検査（乱視表によるレンズ交換法）グラフシミュレーションⅢ 解答

変換

-3.0Ｄ

見えにくい！

S－4.5D（等価球面度数）

最小錯乱円



⑤実際は S＋1.0D 付加したとすると、

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

⑥この状態で乱視表を見せると、どう見えるか？ と言う

⑦乱視の矯正の軸は何度？

⑧Ｃ-1.0Ｄ Ａｘ90°装用させると乱視表は？ と言う

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

⑨Ｃ-2.0Ｄ Ａｘ90 °（Ｃ-1.0Ｄ追加）装用させると乱視表は？ と言う

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

90 °

0

0

-2.5 ＋0.5

-1.5 +0.5

S＋0.5D：C-3.0DAx90°

S＋0.5D：C-2.0DAx90°

S-3.5D

S-3.5D：C-1.0DAx90°

混合乱視 倒乱視

-2.5-（-1.0）＝-1.5

+1.5-（+1.0）＝＋0.5

-1.5-（+1.0）＝-2.5

+0.5

0

S＋0.5D：C-1.0DAx90° S-3.5D：C-2.0DAx90°

-1.5-（-1.0）＝-0.5

+0.5

-0.5 +0.5

混合乱視 倒乱視

混合乱視 倒乱視

横が濃い

180 °

まだ横が濃い

だから付加度数が不足

だと、ここで止めると

C面不足になる！

同じになった！

本当は C 面のステップはもっと

細かくね！



⑩円柱度数が乱視表を見る時の付加球面度数の 2 倍になったので S＋1.0Ｄ追加する

乱視表は？ と言う

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

⑪Ｃ-2.5ＤＡｘ90°（Ｃ-0.5Ｄ追加）装用させると乱視表は？ と言う

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

⑫Ｃ-3.0ＤＡｘ90 °（Ｃ-0.5Ｄ追加）装用させると乱視表は？ と言う

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

〇仮にＣ-3.5ＤＡｘ90 °（Ｃ-1.0Ｄ追加）装用させると乱視表は？ と言う

0

S-0.5D：C-1.0DAx90° S-2.5D：C-2.0DAx90°

近視性複乱視 倒乱視

＋0.5－（＋1.0）＝-0.5

0

-0.5

S-0.5D S-2.5D：C-3.0DAx90°

近視

-0.5

-1.0-（-0.5）＝-0.5

-1.5 -0.5

横が濃い

-0.5

-1.5－（－0.5）＝-1.0

0

-1.0 -0.5

S-0.5D：C-0.5DAx90°
S-2.5D：C-2.5DAx90°

近視性複乱視 倒乱視

同じになった！

-0.5－（＋1.0）＝-1.5

-0.5

-1.0-（-1.0）＝±0

0

-0.5 ±0

縦が濃くなった！

横が濃いかなぁ～



－0.25

見やすい

⑬S+0.5Ｄで雲霧する と言う

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

⑭雲霧レンズから度数を 0.75D 上げる（S-0.75D 加える）と と言う

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

⑮さらに、度数を 0.25D 上げる（-0.25D 加える）と と言う

屈折状態 装用レンズ

屈折の名称

0

0

-1.0Ｄ

S-1.0D S-2.0D：C-3.0DAx90°

近視

－0.25D
S-2.75D：C-3.0DAx90°

近視

-0.5―（+0.5）＝-1.0

-0.5―（+0.5）＝-1.0

-1.0-（-0.75）＝－0.25

見えにくい！

-1.0-（-0.75）＝－0.25

見やすい

0

±0

-0.25-（-0.25）＝±0

-0.25-（-0.25）＝±0

±0Ｄ S-3.0D：C-3.0DAx90°

正視



⑯⑮のレンズと、度数を 0.25D 上げた（-0.25D 加えた）レンズと比較すると と

言う

屈折の名称

屈折状態 装用レンズ

⑰最高視力の出る最も＋寄りのレンズは？

余談）

変わらない

0

＋0.25

±0-（-0.25）＝＋0.25

±0-（-0.25）＝＋0.25

S＋0.25Ｄ S-3.25D：C-3.0DAx90°

遠視 正視（網膜）へ
調節して

S-3.0D：C-3.0DAx90°

以前、乱視表のぼやける方向について、数人から厳しい御指摘を受けました。

「網膜上で横に後焦線ができている場合、横方向が結像しているので乱視表は横方向がはっきりす

る。そして縦の前焦線は網膜の手前なので縦方向がぼやける。乱視表のはっきりしている方向が結

像している方向なので、間違っている。」という内容でした。言葉の誤解なら、すいません。ずいぶん

悩みました…。

次ページは、ネットのサイト”役に立つ眼鏡の情報～眼鏡学一部加筆”からの抜粋です。

パンダは光の収束方向を結像という言葉を使用していましたが、本により色々です。

言葉や伝え方は難しいですね。そして、思い込みも。



45°

45°

＋3.0

±0

＋3.0

－2.0

－2.0

ちなみに事例は倒乱視（屈折の強い方向が横方向）ですから、

屈折の弱い縦方向は網膜上で点。網膜上には横方向の横ブレが認識されます。

放射線上の濃さとはブレによって生じているものなのです。

ブレが大きければ大きいほどお客様は濃いと感じる訳です。

当然、乱視度数が強い

ほど濃く感じるわけで

す。

横
方
向
が
点
（結
像
で
良
い
？

）

縦
方
向
が
点
（
結
像
で
良
い
？
）

屈折矯正というのは、無調節状態での焦点を網膜上

に移動させることですね。屈折状態は網膜に結像させ

る為に必要なレンズで表し、常に網膜上でどう見える

かが、その人の見え方となります。ただ、網膜上での

見え方が結像している見え方とは限りません。

網膜ではそう見えるという事です。

なんかグルグル回ってしまいました。

上手く言葉で説明できなくて、すいません。

同
程
度
ぼ
や
け
て
正
円
と
な
る

－1.0

＋1.0

乱視は強弱主経線 2方向のみで表すので点となります。

例えば他の水平・垂直経線方向の光は屈折力が違います。

45°

◎パワークロス（十字法）について
レンズの屈折状態を表す場合と眼の屈折状態

を表す場合がある。

－1.0

＋3.0

＋1.0 眼だと 90°と 180°方向の経線の

中央 45°と 135°で網膜に到達

し、最小錯乱円となり、この位置で

の必要な度数となりますよね？

レンズだとこの角度でこの度数と

なるレンズということですよね？

±0

45°

これだと度数が必要無いので眼だと

網膜上だという事ですよね？

＋

45°

＋3.0

－1.0

C-1.0D ： C＋3.0DA90°

今さら、基本でごめんなさい！45°方向で悩んだ

のでパンダメモです。間違っていたらすいません。

＋
45°

45°

45°

45°

±0

＋

＋3.0

－0.5
＋1.5

±0

－4.0

S+3.0D ： C- 4.0DA180°

－1.0

－1.0

－1.0 ±0

+4.0

S-1.0D ： C＋4.0DA90 °


